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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、FYVEジンクフィンガータンパク質ファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、膜輸送を制御するRas関連タンパク質と相互作用します。この遺伝子のミスセンス変異は、初期エンドサイトーシス経路の欠陥と関連しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年10月]、機能：初期エンドサイトーシス膜融合およびリサイクリングエンドソームの膜輸送に作用するRab4/Rab5エフェクタータンパク質。ホモタイプまたはクラスリン被覆小胞とのエンドソーム融合に必要です。ゴルジ体からリソソームへのカテプシンDのリソソーム輸送に関与しています。また、初期エンドソームから細胞膜へのトランスフェリンの直接的なリサイクリングを促進します。ホスファチジルイノシトール3-リン酸（PtdInsP3）を含むリン脂質小胞に結合する。,類似性：C2H2型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：FYVE型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：UIM（ユビキチン相互作用モチーフ）リピートを1つ含む。,サブユニット：EHD1、RAB4A、RAB5A、RAB2​​2A、RAB2​​4、およびVPS45と相互作用する。in vitroではRAB4AとRAB5Aに同時に結合する。GTP結合によって活性化されたRAB4AおよびRAB5Aと相互作用する。,
	研究分野
	エンドサイトーシス;
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	ZFYVE20抗体を用いたHUVECおよびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ZFYVE20 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000希釈のRabenosyn-5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

